









平成 29 年（2017 年）1 に現行刑法（明治 40 年（1907）法律 45 号）制定以
















































ところで、本改正の契機は、平成 22 年 12 月 17 日に閣議決定された「第








































































































理解を批判する見解 34 も多く、例えば「性的尊厳ないし性的人格権」35, 36
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1 平成 29 年 6 月 16 日に「刑法の一部を改正する法律」が成立し、同月 23
日より平成 29 年法律第 72 号として公布され、7 月 13 日から施行されて
いる。
2 改正内容の詳細については、松田哲也＝今井將人「刑法の一部を改正する
法律について」法曹時報 69 巻 11 号（2017）211 頁以下、加藤俊治「性犯
罪に対処するための『刑法の一部を改正する法律』の概要」刑事法ジャー
ナル 53 号（2017）73 頁以下などを参照。
3 そのきっかけとして、平成 22 年 12 月 17 日に閣議決定された「第 3 次男
女共同参画基本計画」を挙げることができる。
4 例えば、辰井聡子「性犯罪に関する刑法改正──強制性交等罪の検討を中
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〔所一彦〕、大塚仁ほか編『大コンメンタール刑法第 9 巻〔第 3 版〕』（青林
書院、2013）68 頁〔亀山継夫＝河村博〕。










9 旧強姦罪時代、女性の共同正犯を認めた例として、最決昭和 40 年 3 月 30
日刑集 19 巻 2 号 125 頁があったが、本改正により先例としての意義を失
うこととなった（西田典之［橋爪隆補訂］『刑法各論〔第 7 版〕』（弘文堂、
2018）102 頁）。
10 井田良『講義刑法学・各論』（有斐閣、2016）の「第 5 章・身体的内密領
域に対する罪」の差し替え PDF データ（2017）の 6 頁（http://www.
yuhikaku.co.jp/static_files/13917_P103.pdf）。








193 回国会 法務委員会　第 21 号（平成 29 年 6 月 7 日）議事録 http://
















20 大判大 2 年 11 月 19 刑録 19 輯 1255 頁。
21 なお、強制わいせつ罪を挙動犯と解するのは、大谷實『刑法講義各論〔新
版第 4 版補訂版〕』 2017 年性犯罪規定改正に対応するための追補』3 頁
（http://www.seibundoh.co.jp/pub/guide/tsuiho.html）。
22 平川宗信『刑法各論』（有斐閣、1995）193 頁。
23 例えば、大塚仁『刑法概説各論〔第 3 版増補版〕』（有斐閣、2005）97 頁、
高橋則夫『刑法各論〔第 2 版〕』（成文堂、2014）122 頁以下、平野龍一
『刑法概説』（東京大学出版会、1977）179 頁、団藤重光『刑法綱要各論
〔第 3 版〕』（創文堂、1990）489 頁以下、山口厚『刑法各論〔第 2 版〕』（有
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斐閣、2010）105 頁、林幹人『刑法各論〔第 2 版〕』（東京大学出版会、
2007）87 頁以下、松宮孝明『刑法各論講義〔第 5 版〕』（成文堂、2018）
116 頁以下、西田［橋爪］・前掲注（9）74 頁、山中敬一『刑法各論〔第 3
版〕』（成文堂、2015）162 頁、中森喜彦『刑法各論〔第 4 版〕』（有斐閣、
2015）65 頁、松原芳博『刑法各論』（日本評論社、2016）85 頁など。






論争Ⅱ〔第 2 版〕』（勁草書房、1997）67 頁は、わいせつ罪の保護法益は、
性的自由という個人的法益だけでなく「性風俗環境の適正な維持」という
社会的法益の側面もあるとする。














綱要総論〔第 3 版〕』（創文堂、1990）247 頁、大谷實『刑法講義総論［新
















30 島岡・前掲注（13）22 頁 注 9）




33 旧住居権説につき、大判大正 7 年 12 月 6 日刑録 24 輯 1506 頁、大判昭和
13 年 2 月 28 日刑集 17 巻 125 頁。「性的自由ないし貞操」とするものとし
て、盛岡地判昭和 32 年 6 月６日高刑集 11 巻 4 号 149 頁、東京高判昭和

































































自由に対する罪とすることの問題性 ──」法曹時報 55 巻 9 号（2003）14
頁）。
43 佐伯・前掲注（40）36 頁。































ナル 45 号（成文堂、2015）4 頁以下参照。
51 例えば、自己の陰茎を手淫しながら接近し、被害者に向けて射精して自己
の精液をその着衣に付着させた行為を暴行罪とした裁判例（前橋地判平成
27 年 6 月 19 日 LEX/DB25540837）や、肛門にバイブレーターを挿入する
などのＳＭ行為を強いた事案に対して暴行罪を認めた裁判例（松山地判平
成 17 年 12 月 12 日 LEX/DB28115029）がある。
52 例えば、最判昭和 45 年 1 月 29 日刑集 24 巻 1 号 1 頁。もっとも、強要罪
は強制わいせつ罪との関係で問題となる場合が多いと思われる。なお、強
制性交等罪との関係につき、井田・前掲注（10）8 頁。






























































2010 年 10 月 21 日朝刊（長崎・地方面）35 頁参照。
65 島岡・前掲注（29）192 頁。
66 詳細は、深町晋也「スイス刑法における性犯罪規定」刑事法ジャーナル
45 号（成文堂、2015）103 頁以下参照。
67 性犯罪の罰則に関する検討会配布資料「韓国性犯罪関連条文和訳（仮訳）」
（配布資料 12–7）参照。
強制性交等罪についての若干の検討（谷脇 真渡）
125
68 この規定は、衆議院において修正されたものである。この点については、
前掲注（1）参照。
69 実際の性犯罪の被害者だけでなく、冤罪被害者にも耳を傾けるべきである。
（たにわき・まさと　桐蔭横浜大学法学部准教授）
